
東京都環境局

わたしたちにできることを考えよう について考えること

中央防波堤内側埋立地

中央防波堤外側埋立処分場

新海面処分場

を考えること

大島町
小笠原村

父島

ちゅうおうぼうはていそとがわ

父島最終処分場
さいしゅう

大島一般廃棄物

管理型最終処分場

いっぱん

じ   む

ていきょう しげんじゅんかん

さいしゅうかんりがた

かんりがた

はちじょうじま

二ツ塚廃棄物
広域処分場

第２御前石最終
処分場

ご ぜんいしさいしゅう

さいしゅう

いっぱん
八丈島一般廃棄物
管理型最終処分場

　東京都内にはいくつかの埋立処分場があります。ほとんどの埋立処分
場はごみを出す地

ちいき

きょうりょくみな
域の中にありますが、二

ふたつづか はいきぶつこういき
ツ塚廃棄物広域処分場だけは、

日の出町の皆さんの協力により、ごみを出す地域の外にあります。

（写真提供：東京たま広域資源循環組合）

（写真提供：東京都島しょ町村一部事務組合）

東京都の主なごみの埋立処分場

中央防波堤外側
埋立処分場・
新海面処分場

参考
さん こう

かん きょう

く

八丈町

ごみを埋め立てる場所
う

中
ちゅうおうぼうはていうめたてしょぶんじょう
央防波堤埋立処分場は、東京 23区に住むみなさんの家庭から出るごみや、それを燃

も

やした灰
はい
などを運んできて埋

う
め立てるところです。

ごみが最
さいご
後にたどりつく場所なので、最

さいしゅう
終処分場とも言われています。

中央防波堤埋立処分場は、大きく、中央防波堤内
うちがわうめたてち
側埋立地、中央防波堤外

そとがわ
側埋立処分場、

新海面処分場の３つに区分されます。
中央防波堤内側埋立地はすでに埋

うめた
立てが終わっています。中央防波堤外側埋立処分場で

は、主に燃やさないごみの埋立てを、新海面処分場では主に燃やした灰の埋立てをして
います。

最
さいきん
近、カーシェアリングや自転車シェアリング、音楽配

はいしん
信サービスなど、「もの」をも

たない新しいライフスタイルが広がってきています。「もの」をもたないので、ごみとし
て捨

す
てることもありません。

ごみは目の前からはなくなりますが、ごみそのものがなくなっているわけではありませ
ん。ごみは姿

すがた
を変

か
えて埋

うめたてしょぶんじょう
立処分場の中に存

そんざい
在し、そして確

かくじつ
実に埋立処分場の寿

じゅみょう
命を短く

していきます。
埋立処分場を長く使い続

つづ
けるために、未

み ら い
来をより素

す て き
敵な世界にするために、わたしたち

には何ができるのか、みんなで考え、行動していきましょう。

東京都の多
た ま
摩地域のうち八王子市など 25市１町の家庭から出るごみのうち「燃

も
やさないごみ」は、

中
ちゅうかん
間処

し ょ り
理した後、東京たま広域資源循環組合で管

か ん り
理している日の出町の「二ツ塚廃棄物広域処分場」で

埋め立てています。「燃やすごみ」を燃やしたあとの灰
はい
は、全てエコセメントの原

げんりょう
料にしているため、埋

め立てていません。
多摩地域のあきる野市などの１市２町１村の家庭から出るごみは、中間処理した後、西秋川衛

えいせい
生組合

が管理しているあきる野市の「第２御前石最終処分場」で埋め立ています。（灰のうち一部は、埋め立て
ないでスラグにしています。）
また、東京都には大島など 330もの島（外

がいしゅう
周 0.1 ｋｍ以

いじょう
上）が含

ふく
まれていますが、島の家庭から出る

ごみは中間処理した後、東京都島しょ町村一部事務組合で管理している「大島一般廃棄物管理型最終処
分場」などで埋め立てています。

令和６年度登録第１号
発行元：	東京都環

かんきょうきょく
境局　東京都廃棄物埋立管理事

じ
務
む
所
しょ

	 〒 135-0066　江
こうとう
東区

く
海の森 2-4-76　℡ 03-5531-3701

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用しています。
石油系溶剤を含まないインキを使用しています。
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※１　写真は新江東清掃工場です。東京 23 区内に清掃 工場は 22 施設あります。
※２　写真は中防不燃ごみ処理センターです。東京 23 区内に不燃ごみ処理センターは２施設あります。
※３　東京 23 区内に粗大ごみ破砕処理施設は１施設だ けです。
※４　徐冷スラグとは、燃やすごみを燃やしてできた灰 をさらに1200 度以上で溶融した後、ゆっくり冷やすと
　　　できる人工の石のことです。道路のアスファルト 舗装の材料などに利用できます。
※５　焼成砂とは、燃やすごみを燃やしてできた灰をさ らに1000 度以上で焼成した後に粉砕・造粒してできる
　　　人工の砂のことです。道路の下層路盤の一部など に利用できます。

1 23区のごみと資源の流れ
し げん

しんこうとう

ちゅうぼうふねん

はい ようゆう

ふんさい ぞうりゅう

いじょう ひ

ほ　そう

か  そう ろ ばん

ざいりょう り よ う

  中
ちゅうかん

間 処
し ょ り

理
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2 中間処理

注：リチウムイオン電池やバッテリーなどは、ごみ
しゅう

収 
しゅう

集や破砕の時に火が出る危険があります
ので、これらの製品をすてる時は区のルールに

したが

従ってください。

⑦
排
ガ
ス
の
処
理
設
備

⑧煙突

⑥ボイラ④ごみクレーン

⑤焼却炉

押込ファン
おしこみ

し げ ん か し せ つ

うめたてしょぶんじょう

③ごみバンカ

②プラットホーム

①ごみ計量機

ごみ・灰の流れ
空気の流れ
排ガスの流れ

けいりょうき

～清掃工場～

資源化施設
埋立処分場

ごみ収
しゅうしゅうしゃ
集車がごみ集

しゅうせきじょ
積所を回って集めたごみは、清

せいそう
掃工場に運ばれ、「③ごみバンカ」

に落とされます。生ごみのように水分が多くて燃
も
えにくいものが片

かた よ
寄らないように、「③

ごみバンカ」の中で「④ごみクレーン」がごみをかき混
ま
ぜます。

その後、「⑤焼
しょうきゃくろ
却炉」に運ばれ燃やされます。燃やされた後の灰

はい
の容

ようせき
積は燃やす前のご

みの約
やく
20 分の 1に減

へ
っています。燃やすことの主な目

もくてき
的は、ごみの量

りょう
を減らすこと、臭

にお

いや害
がいちゅう
虫の発生を防

ふせ
ぐことです。

また、ごみを燃やす時に発生する排
はい
ガスは「⑦排ガスの処

しょり
理設

せつ び
備」できれいにして、「⑧

煙
えんとつ
突」から外に出しています。

燃やさないごみはベルトコンベヤに乗せられ、ごみを細かく砕
くだ
く機

きか い
械「破

は さ い き
砕機」へと運

ばれます。破砕機には重い鉄のハンマーが何
なんこ
個もついていて、ごみを一

いっぺん
辺の長さが 15セ

ンチ以
い か
下になるように細かく砕いていきます。

ごみに混
ま
じっている鉄やアルミニウムは、磁

じしゃく
石を

利
りよ う
用して集めリサイクルに回します。また、ごみ袋

ぶくろ
の

ように燃
も
やせるものは、清

せいそう
掃工場に運んで燃やします。

そして、ガラスや陶
と う じ き
磁器など最

さい ご
後まで残

のこ
った燃やせな

いものを埋
うめたて
立処分します。

粗大ごみには燃やせるものと、燃やせないものがあります。それぞれ破砕機で細かくし
ますが、その前にリチウムイオン電池やバッテリー等の二次電池を使用している製

せいひん
品な

ど、危
きけ ん
険なものを可

かの う
能な範

はん い
囲で取り除

のぞ
きます。破砕した後、燃やせるものは清掃工場に

運んで燃やし、混じっている鉄は磁石を使って集め資
しげ ん
源として回

かいしゅう
収します。そして残っ

たものを埋立処分します。

（3）粗
そ だ い

大ごみ

（2）燃
も

やさないごみ

（１）燃
も

やすごみ

（④ごみクレーン） （⑤焼却炉） （⑧煙突）

回
かいしゅう
収した鉄

火
かさい
災の原

げんいん
因となるリチウムイオン電池等リチウムイオン電池等を取り除く作業
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過去の埋立処分場

★　 環境局中防合同庁舎

現在の埋立処分場
げんざい

か

かんきょうきょくちゅうぼうごうどうちょうしゃ

こ

新海面処分場

こうとうくしおみ
８号地(江東区潮見) こうとうくゆめ

14号地(江東区夢の島)

15号地（江東区若洲）
こうとうくわかす

はねだおき
羽田沖（大田区羽田空港）

中央防波堤内側埋立地
ちゅうおうぼうはていうちがわうめたてち

（江東区海の森）
こうとうく

中央防波堤外側埋立処分場
ちゅうおうぼうはていそとがわ

処分場の変遷
 ８号地（江東区潮見）

面積
めんせき

こうわんていきょう

はいき りょう
廃棄物埋立処分量

14号地（江東区夢の島）

15号地（江東区若洲）

中央防波堤内側埋立地（江東区海の森）

中央防波堤外側埋立処分場

羽田沖（大田区羽田空港）

新海面処分場

1
2
3
4
5
6
7

2 37

32 41

40 49

48 61

約5,541万t
（令和5年度末（まつ）現在（げんざい））

約963万t
（令和5年度末現在）

59 3

1955
昭和30年

▼

'65
40年
▼

'75
50年
▼

'80
55年
▼

'85
60年
▼

'90
平成2年
▼

'95
7年
▼

2000     　（年度）
12年
▼ ▼

10

52

（　）現町名

約168万t

約371万t

約1,034万t

約1,844万t

約1,230万t

364,000m2

450,000m2

712,000m2

780,000m2

1,990,000m2

124,000m2

3,190,000m2

3 ごみの埋立て

げん

写真提供：東京都港湾局（令和 5年度）　Ⓒ東京都

うめ た

1 2
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'87 '89'90 '95 '00 '05 '10 '15 '20 '23

（万ｔ）
23区のごみ量と埋立処分量 ごみ量

埋立処分量

【額
がくぶち

縁方式】
清
せいそう
掃工場で燃

も
やした灰

はい
は、飛

ひさ ん
散を防

ぼう し
止するため、土で盛

も

り上げた土手をつくってできた穴
あな
に落とし込

こ
みます。穴

が一定の厚
あつ
さになったら、土をかぶせます。

【サンドイッチ工
こうほう

法】
燃やさないごみは、3mほど積

つ
み、その上に50㎝の厚さの

土をかぶせます。これらを繰
く
り返して埋め立てていきます。

青色は 1年間に出したごみの量、
オレンジ色はそれを埋め立てた量
を表しています。どちらも、1980
年代後半のいわゆる「バブル」の時
代に一時的

てき
に増

ふ
えましたが、1989

年度以
いこ う
降は着実に減

へ
ってきていま

す。清掃工場の整
せ い び
備やリサイクル

の推
すいしん
進などを進めてきた成

せいか
果です。

（3）23 区のごみ量
りょう

と埋立処分量の推
す い い

移

（2）埋立処分の方
ほうほう

法

（1）埋
うめたてしょぶん

立処分の流れ

（4）埋
うめたてしょぶんじょう

立処分場の変
へんせん

遷

●ごみが風で飛
と
び散

ち
るのを防

ふせ
ぐ

●害
がいちゅう
虫の発生を防ぐ

●ごみの臭
にお
いを防ぐ

●火
かさ い
災の発生を防ぐ

サンドイッチ工法の 4つの効
こ う か
果

①�受
うけつけ
付ゲートで埋

う
め立てる

ごみの重さを量
はか
る。

②�決められた場所にごみを
　下ろす。

③�ごみを下ろした場所に土を
　かぶせる。
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5 埋立処分場の環境対策4 汚れた水をきれいにするしくみ

雨

③排水処理場
水再生センター
④下水道局砂町

①集水池
（ポンプ井）

東京湾Ⓟ

②調整池

雨

たてうめ ぶんじょうしょ

ガス有
ゆうこう
効利

りよ う
用施

しせ つ
設

昔、埋
う
め立てた生ごみなどが腐

くさ
って発生

するメタンガスを燃
も
やして発

はつ
電
で ん き
機を回し、

電気をつくります。

太陽光発電設
せつび
備

太陽電池（黒いパネル）が太陽の光を電
気に変

か
えます。

埋
うめたてしょぶんじょう
立処分場に降

ふ
った雨水は地中に浸

し
み込

こ
み、周

しゅうい
囲に設

もう
けられた集

しゅうすいいけ
水池にたまります。こ

れを浸
しんしゅつすい
出水と言います。ごみの層

そう
を通ってくるので汚

よご
れています。浸出水は集水池から

調整池を経由して排
はいすいしょりじょう
水処理場へと送られ処

しょ り
理されます。さらに下水道局砂

すなまち
町水

みず
再
さいせい
生セン

ターできれいにしてから東京湾
わん
に放流されます。

排水処理場では、何十年も前に埋
うめた
立てが終わっている中

ちゅうおう
央防

ぼうはてい
波堤内

うちがわうめたてち
側埋立地（江

こうとうく
東区海

の森）や 15号地（江東区若
わかす
洲）から出る浸出水も処理しています。浸出水は埋立てが終

わったあとも、ごみが地下にあるため、長い間処理し続
つづ
けていかなければならないのです。

メタンガスや太陽光エネルギーを利
りよう
用して発電を行っています。

つくった電気は埋立処分場などで使っています。

ごみが周
しゅうへん
辺に飛散しないよう、埋立処分

場周辺には、ごみ飛散防止フェンスを設
せっ ち
置

しています。

上
じょうすいしようりょう
水使用量を削

さくげん
減するため、埋立処分場に

降った雨や処理水を散水に利用しています。

（2）ごみの飛
ひ さ ん ぼ う し

散防止 （3）処
し ょ り

理水等の散
さんすい

水利用

（1）エネルギーの利用

①�埋立処分場内に 10 数か所
ある集水池に浸出水が流れ
こみます。

②�汚れ具合が様
さまざま
々な集水池

の浸出水を大きな調整池
に集めて、汚れ具合を同
じぐらいにします。

③�中
ちゅうおうぼうはてい
央防波堤内側埋立地

にある排水処理場で浸
出水をきれいにします。

④�きれいになった浸出水を下水道局砂町水再生セ
ンター（江

こうとうく
東区新砂）でさらにきれいにし、東

京湾に流します。

集水池の浸出水は、埋め立てられて
いるごみの種

しゅるい
類によって、汚れ具合や

色が違
ちが
うよ。

汚れてこげ茶
色の浸出水に
なっているよ。 「浸出水」を15万ｍ³

（小学校プールの約400杯
ぱい
）も

ためておけるよ。

浸出水を薬品や目に見え
ないぐらい小さい生き物
（微

びせ い ぶ つ
生物）の力を利

り よ う
用し

て、きれいにしているよ。
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7

1

2

3

～使えるものはくり返し使おう～

～もう一度資源として利用しよう～

～ごみになるものを減らそう～

ごみにしていたものを資源として利用（リサイクル）し、別な製品をつくるためには、新たにたくさ
んの資源やエネルギーが必要になります。地球の限りある資源を大切に使うためには、ごみそのもの
を減らす「Reduce ごみを減らす」が３つのRの中で一番大切です。
「ものを大切にし、ごみを減らすこと」から始めましょう！

の中で一番大事な　 は何かな？３R R

　１人ひとりが３つの     を行うことで、ごみが減り埋立処分場をもっと長く使うことが
できるようになります。その上、地球の限りある資源を大切に使うことができます。

R うめたてしょぶんじょう

かぎ し げ ん

せいひん

　
　

つめかえの商品
を使おう。

資源になるも
のは、きちん
と分けて資源
として出そう。

資源として出され
たものを利用して
つくられた商品
（再

さいせいひん
生品）を買っ

て使おう。

いらなくなったものは、
必要な人にゆずろう。

しゅうり

べつひつよう
使い終わったものを
別なものに利用しよう。

買い物はマイバッグを
持って行き、レジ袋は
断ろう。

外出先には、水とう
などマイボトルを
持って行こう。

ものを最後まで
大切に使おう。

3Rでごみを減らそう
へかん か だい

6 ごみに関する今後の課題

資料提供：東京都港湾局（令和5年度版）©東京都
ていきょう こうわん

のこ

ことわ

ぶくろ
ごはんは残さず
食べよう。

修理して使えるものは、
なおして使おう。

りよう

さいご

毎日約
やく
1000 トンのごみが運び込

こ
ま

れる埋
うめたてしょぶんじょう
立処分場。ここが満

まんぱい
杯になると、

ほかにはごみを持っていくところがあ
りません。
なぜなら、船の航

こう ろ
路を確

かく ほ
保するため

に、東京港にはもう新しく埋立処分場
をつくることができないからです。
今ある埋立処分場を少しでも長く使
い続

つづ
けていくために、埋

う
め立てるごみ

の量
りょう
をさらに減

へ
らしていく必

ひつよう
要がある

のです。

ごみは最
さいきん
近深

しんこく
刻になってきた地球温

おんだんか
暖化の問題とも大きな関

かか
わりがあります。

世界各
かく ち
地で頻

ひんぱん
繁に発生している自

しぜんさいがい
然災害の原因は、大気中の温室効

こう か
果ガス、特

とく
に CO2

（二
に さ ん か た ん そ
酸化炭素）が増

ふ
えたことによる地球温暖化だと考えられています。

ごみ収
しゅうしゅうしゃ
集車がまちなかを走り回りごみを収集するとき、ごみの量を減らすために清

せいそう
掃工

場でごみを燃
も
やすとき、埋立処分場から染

し
み出る排

はいすい
水を処

しょ り
理するときなどには、大

たいりょう
量の

CO2 が発生します。

ごみを燃やして出る熱
ねつ
エネルギーや、埋立処分場で発生するメタンガスを利

りよう
用して発電

を行うなど、いろいろな対
たいさく
策は行っていますが、こうした努

どりょく
力だけでは不

ふじゅうぶん
十分です。

地球温暖化をくい止めるためには、ごみそのものを減らしていく必
ひつよう
要があるのです。

（1）処
しょぶんじょう

分場の延
えんめいか

命化

（2）気
きこうへんどう

候変動への対応


